
 

4 月から事務局長に内山明さん、副代表に楠高志

さんが就任し、新体制がスタートしました。その

2 人に今年度の抱負を書いてもらいました。 

 

 

試行錯誤 
事務局長 内山明 

 事務局長に就任しました北海道大学農学部生

物機能化学科２年、内山明です。 

 昨年度の２月、前事務局長と次長から来年度の

事務局長になってほしいと頼まれ、私はそのとき

結論の前に前置きを挟みました。「労福会に入っ

て何カ月か経ちましたけど、作業をしてばかりで

支援をした記憶がありません。局長になろうとな

るまいと来年度はホームレスの人に直接関わり

たいんです。」 

事務局長として労福会の携帯電話を持ち歩く

今、嫌でもそのチャンスに恵まれることになりま

した。刻々と変化する社会情勢の中「要するに」

で片付かない事情と向き合うにはマニュアルの

刃が立ちません。多種多様な人材が集まる労福会

の特徴を活かし、知恵を集めてクリエイティブな

取り組みをしたいし、そう導くのが私の仕事だと

考えています。身内だけで盛り上がるのでなく、

当事者と社会からのレスポンスを常に気にしな

がら反省し、労福会が関わって何か変わったこと

を見つけてそれをモチベーションにしたい。 

これは決して私が独走することでなく、これを読

んでくださったすべての方と力を合わせて形に

なることです。この会報を読み終えたら、どうか

靴を履いて夜回りの集合場所に足を運んでくだ

さい。労福会の可能性へ期待を込めて、抱負とさ

せていただきます。 

 

 

 

考えたこと 

副代表 楠高志 

 私は２００５年の冬の人数調査に、司法書士の

太田さんから紹介されて初めて参加しました。そ

の後参加した市民会館での炊き出しでは、当事者

と間違われて学生さんに声をかけてもらったの

も楽しい思い出です。当時の事務局長は篠原さん

で、夜回りが奇数週の金曜日に定例化された時期

でした。夜回りでは眞鍋さんの声かけと、途中で

も忙しく携帯電話で話している中塚さんの様子

が印象に残りました。恒例の「初参加者の感想」

では、「困った問題を解決するには、人との繋が

りの大切さだということを改めて感じた」ので、

その事を答えました。 

 私たちは、他のひとが作ってくれた食物を口に

していますが、その事を以って自立していないと

考える人はあまり居ません。野宿でない生活が自

立している、あるいは生活保護の人は自立してい

ないというのはひとつの考え方でしかない、と気

づきましたが、同時にその考え方を普通に受け入

れている自分にも気づきました。脱路上をお手伝

いする支援を経験する中で、畳に上がっただけで

はその人の問題解決にならないことも、再路上の

人に再会してわかりました。 

 今、初代事務局長の山内さんの写真が載った第

１号から会報を読み返して、『ともに生きる』と

いうこの題字ほど、「労福会」の活動にふさわし

い言葉は思いつかないと強く感じました。活動を

通して社会そして個人の問題を考え、自分自身の

ありかたを探している途中で、その道筋はまだ見

えていません。 
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/////////////////////////////////////////////////////// 

総会は３月１２日に行われ、会員たち

によって次年度にむけた積極的な議論

が進められました。 

////////////////////////////////////////////////////// 

 

 

 

 

１．2010年度活動報告について 

 全員で確認と反省、意見交流を行いました。今後

の課題としては、炊き出しや夜回りでの当事者とのか

かわり方や対応の仕方をよりよい形に改善していくこと

が挙げられました。 

 

(1)炊き出し 

 2010 年度は７回の炊き出しを行いました。(５、６、

８、９、１０、１２、２月)また、炊き出しと同時に健康診

断や歯科検診を行っております。今後は歯科検診に

おいて、実施後の有効な検診結果の活用方法や分

析などの展望が期待されるでしょう。 

 

(2)夜回り 

 毎月第１土曜日と第３土曜日、札幌駅や大通り公

園周辺を中心に、野宿者の脱路上や貧困から脱する

お手伝いをするために夜回りを実施しております。また

今年は１月の第１土曜日が元旦に当たっておりました

が、滞りなく実施いたしました。(元旦夜回り) また、今

後は現在の夜回り対象地区である札幌駅や大通公園

以外の地域も回ることが課題としてあげられます。 

▲ 意見を交流する会員たち。（総会にて） 

 

(3)人数調査 

 2010 年度は夏と冬に札幌に住む野宿者の人数を

調査いたしました。(夏季…計87名、冬季…計74名)

また、本調査を実施する前に事前調査として札幌郊

外の公園や24時間営業店での野宿者有無の確認を

しております。前年までの結果と比較をすると、札幌に

おける野宿者数は年々減少傾向にあるようです。今

後はこの減少理由を分析していくことが求められます。

また、調査を通じて郊外にも野宿者がいると確認がさ

れたため夜回り(前述)の範囲を拡大する必要性があ

るでしょう。 

 

(4)同伴・フォローアップ 

 当会では生活保護受給を希望する方に対して申請

時の同伴を行っております。また、脱路上を果たした

方が再び路上に戻らないようにフォローアップをするこ

とも私たちの重要な活動です。2010年度の同伴件数

は 12 件、またフォローアップを含めた全体の支援・相

談件数は 49 件となりました。同伴の件数が減少傾向

にあるので原因の見極めが必要であり、またフォロー

アップの多様性が求められています。(来年度のフォロ

ーアップのためのイベントを検討中です。) 

 

(5)他地域との関わり 

 2010 年度夏(7 月 24、25 日)には、全国地域・寄

せ場交流会に当会の会員５名が参加し、全国の野宿

者支援団体からの参加者たちと交流を深めました。他

にも2011年冬(2月11日～13日)には釧路調査とし

て、当会より３名が釧路に派遣されました。 

 

(6)その他の活動 

A：学習会 

 当会では今後のサポートや支援活動に関しての学

習会を行っています。実際に当会がサポートした当事

者の事例をもとに、活動における情報共有や直面した

問題に対する考えなどを会員同士で共有します。他

にも、関連協力団体や施設について学んだり、週に一

度北星学園大学で学生たちが自主的に学習会を開

いたりしています。 

 

 

B：広報活動 

 2010 年度は、会報「ともに生きる」の冬号と春号を
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発行いたしました。また、テレビ局からの取材がありま

した。(テレビ朝日『スーパーモーニング』内の札幌の

ホームレス特集、１月６日木曜朝放送) 

 

 

２．会計決算について 

 全員で確認と承認を行いました。今後は助成金の

申請を行い、財政基盤をよりしっかりとしたものにして

いくことを確認いたしました。 

 

３．新体制について 

 全員で承認を行いました。各事務局員について詳

細は本会報６ページに記載されておりますのでご覧く

ださい。 

 

４．細則案について 

 当会を運営していくにあたって細則案を審議しまし

た。 

 

///////////////////////////////////////////////////////////////////// 

2010 年度の活動の反省をふまえて今後の活動

の展望について意見を深く交流することができまし

た。会員一同支援への思いを新たにし、今年度も

尽力してまいります。 

///////////////////////////////////////////////////////////////////// 

 

 

▲ 2010 年度、2011 年度の事務局員が並ぶ。 

（総会にて） 

 

 

 

（報告：中島 杏子） 

 

 

 

 

 

 

▲ 無事に総会が終わりました。 

 

 

 

 

 

 

総会に参加して考えたこと 

安東朊美 

 

 ３月１２日、労福会の総会に参加しました。総会で出

た意見のうち、とくに印象に残った点について書きたい

と思います。それは、真鍋さんからの提案です。 

 「炊き出しでの『朋の配布』を考え直してほしい。早い

者勝ちで、あんな、朋に群がるようなこと…彼らにも矜

持（自負、プライド）がある。」「夜回りのコーヒー配りを

やめて、会話を重視してはどうか。」「彼らは、労福会

の夜回りについて、『取り囲まないでくれ。いろいろ聞き

出さないでくれ。』と言うので、考えてほしい。」 

 私は割と、「何とかしてあげたい」と思いがちの人間で

す。仕事柄、借金や生活保護の相談を受けることが

多いのですが、「何とかしてあげたい」という気持ちに引

っ張られすぎて、どうも「本当の」解決にならなかった、

と思う件がこれまでありました。 

 「こうしてあげるのが、本人のため」と、つい思いたくな

る…その気持ちをぐっとこらえて、本人が「自分は（本

当は）どうしたいのか」に気づくための手伝いをするとい

う、私の「立場」をわきまえなければならないのでしょう。

本人の「力」を信じて、つらくても待つしかないときもあ

るのでしょう。 

 とにかく、主役は本人です。「本人が（本当は）どうし

たいか」を置き去りにして、「こういう支援をしたい」とい

うのは違うでしょうし、私たちは、常に、炊き出しや夜回

りのあり方について議論を重ねる必要があるのだと思

います。 

会
加
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～支援分野～ 

今 年 度 の 支 援 活 動 の 方 針 を 端 的 に 言 う と

「脱野宿した人たちへの支援に重点を置く」

ということになるのではないかと思います。 

この方針とやや話がズレていると感じるか

もしれませんが、昨年度の支援活動を通して、

私たちがあらためて課題としなければならな

いと感じたのは、居宅生活をしたいという気

持ちをなかなか持てない人たちへどんな働き

かけをするかということでした。夜回りや炊

き出しで私たちが出会う人たちには、もう何

年も野宿生活をしているという人も多く、「生

活 保護 なん て受 けた くな い」「今 のま まで い

い」という話を聞くことも度々でした。 

しかし、これは札幌にいる野宿者全体の傾

向というわけではありません。札幌市による

と、昨年度の路上からの生活保護申請は 200

件を超えており、かなりの数の人が脱野宿を

果たしていることが分かりました。その一方

で私たちが毎年行っている調査ではここ数年

野宿者の数に大きな変化がみられていません。

つまり札幌における野宿者全体の傾向は、人

が次々と入れ替わる流動的な状態にあるとい

えます。 

このように考えると、先述した人たちの多

くはそういった流動的な層ではなく、その底

辺に長期間沈澱してしまった状態にあると言

えます。彼らの中には以前生活保護を受給し

たことがあるという人も多数います。しかし

彼らにとって居宅生活は、誰も知り合いのな

い孤独な生活だったり、ケースワーカーから

自分の弱い部分を指摘されるような（就労指

導を含めた）窮屈な生活だったのかもしれま

せん。 

それならば居宅生活が始まった人に対して

「居宅での生活は野宿なんかよりずっとハッ

ピーだよ」と思ってもらえるような支援をも

っとしていくことが必要ではないでしょうか。

そしてその延長として、長期間野宿状態にあ

った人たちにも居宅生活に希望を持ってもら

えるようになること、これが今年度の目標に

なると考えています。(山内太郎) 

～調査分野～ 

★人数調査について 

人数調査は 10 年来の実績があり、本調査

の方法はかなりの程度固まっていると考えら

れます。といっても毎年、野宿場所を把握し

切れていないのではないか、もっと事前に情

報を集める必要があるという反省がなされま

す。もちろん野宿に適した場所はある程度限

られており、当会の調査から漏れている野宿

者がそれほど多いとは考えられません。しか

し本調査のコースを選定するための事前調査

については、今度も効率的本調査実施のため

の余地がありえます。たとえば昨年度は事前

調査を本調査と同じ時間帯に行う試みがなさ

れ成果を挙げました。このような新しい試み

を今後も行っていく必要があるでしょう。 

★釧路調査について 

釧路は生活保護の先進地であり自立に向け

た種々の試みに当会も学ぶ面があろうと思い

ます。しかし昨年度第一回を行ったばかりで

あり、今年度は昨年度伺うことができなかっ

た団体を回ることとなると思われます。つま

り 釧 路 調 査 に 関 し て は い ま だ 単 な る 関 係 作

り・現状把握の段階にとどまっています。「調

査」と呼ぶには今後何らかの問題意識に基づ

いた状況把握・分析が必要となるでしょう。

そのためには継続的かかわりが必要です。 

いずれにせよ「北海道の」労働と福祉を考

える会であるわれわれは、札幌圏のみならず

全道に目を向けていかなければなりません。

その対象として、いま釧路がふさわしいとい

えるでしょう。(中西将人) 
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 2011 年 3 月 30 日、労福会と札幌市保護課

（瀬野係長、中村課長）との間で意見交換会

が開かれました。労福会からは、嶋田代表、

昨年度と今年度の事務局長ほか計 7 名が出席

しました。この意見交換は、毎年年度末に行

っ て い る も の で 、 市 と 共 催 の 炊 き 出 し の 日

程・会場の確認や、ホームレス支援活動・事

業についての意見交換が主な内容です。 

 まずはじめに、ホームレス支援・生活困窮

者対策についての札幌市の見解をお聞きしま

した。中村課長いわく「現在の福祉制度は発

掘主義ではなく申請主義であるため、行政側

が行う対応には限界がある。それでも、申請

に至る方法すら知らない人のために、ホーム

レス相談員が定期的に夜回りを行っているが、

『保護は要らない』と言ってしまう当事者に

対して、それ以上の踏み込んだ対応をしがた

い。『これだけで良いのだろうか』とは常々考

えているが、わからない。だからこそ労福会

な ど の 支 援 団 体 の 力 を 借 り た い と 思 っ て い

る。」とのことです。労福会でも定期的に夜回

り や炊 き出 し（ 相談 会） を行 って いま すが 、

『保護を受けたくない』『保護はまだいい』と

言う当事者の方々にどのような声かけをして

いくべきなのか・どのようにしたら居宅生活

に結び付けられるのか、はっきりとした道筋

はまだ見えていません。また、精神／知的障

害を持っている疑いがあるものの障害者のた

めの福祉を受けられていない人への対策につ

いて、「『疑いがある』という段階で、どのよ

うに踏み込むのか、どのように本人の了解を

得て判定するのか、特に日常的に信頼関係を

築いているわけではない行政側が対応するの

は、とても難しい」という話もされました。 

つぎに、冬期間の緊急一時宿泊（シェルタ

ー）事業についてですが、昨年度よりも全体

の利用者数は減ったものの、女性の割合が少 

 

 

 

し増えたとのことです。冬期間のシェルター

事業は継続していくものの、年間を通しての

事業計画はいまのところは無いそうです。 

また、ホームレスの生活保護の実態につい

てお聞きしたところ、ホームレスおよび元ホ

ームレスに特化した保護の実態の統計をとっ

ているわけではないため、いまのところは保

護開始件数と保護廃止件数しか出せない、と

いうことだそうです。ちなみに、2010 年度

のホームレス保護開始件数は 207 件、廃止件

数は 104 件、です。（2011 年 3 月 23 日時点） 

※ただし、廃止件数については前年度以前か

ら保護受給していて 2010 年度に廃止になっ

たというケースも含めているので、開始件数

の枠と廃止件数の枠は異なります。 

救護施設の利用状況については、就労支援

施 設 で あ る 明 啓 院 の デ ー タ を 見 た と こ ろ 、

2008 年度から未就労のまま退所というケー

スが何件かありました。これは、札幌市によ

ると、「社会情勢（不況）の影響と考えられる。

もちろん 3 ヶ月（定められた入所期間）を過

ぎたからといって、仕事に就けないままの人

をそのまま退所させているのではなく、入所

期間延長などの策もとった上での結果」とい

うことだそうです。 

行旅死亡人についても、お聞きしました。

行旅件数は毎年２０件前後あり、2010 年度

も２０数件とのことでした。なお、これは、

例えば市営住宅の中で孤独死していたとか、

親族が引き取りを拒否した、といった身元が

明らかになっているケースも含んだ上での件

数だそうです（およそ半数以上が身元が明ら

か）。 

行政と上手く連携をとって支援活動ができ

るように、今後も意見交換の場をしっかりと

活用していきたいですね。(勝又 茜)

札幌市との意見交換会報告 
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事務局長：内山 明 

事務局長に就任した内山明です。北海道大学農

学部生物機能化学科の２年生です。担当する仕事

は、労福会の活動全体の把握と計画、会員への仕

事の割り振り、会議の招集と司会、当事者からの

相談用の携帯電話の所持、会計補佐などです。去

年の８月に入会したばかりの未熟者ですが、ベテ

ランの方々の手を借りながらホームレスの方の

自立のお手伝いに取り組みます。ご指導とご協力

よろしくお願いします。 

 

事務局次長：黒森 理恵子 

こんにちは！北星学園大学英文学科２年の黒

森です。この度、事務局次長・会計補佐・夜回り

担当に就任致しました。まだ経験も浅く、右も左

も分からないという状態ですが、自分の持ってい

る力を最大限に活用して１年間頑張って参りた

いと思います。ちなみに好きな食べ物は「うどん」

です！どうぞよろしくお願い致します。 

 

炊き出し担当：澁谷 洋平 

今年度も炊き出し担当をやらせていただきま

す、澁谷と申します。労福会では約 2年半活動し

ていて、今年から立場上は社会人となりました。

しかし、まだまだ新人ですのでよろしくお願いし

ます。 

今年度の炊き出しは、野宿者だけではなく、ス

タッフの方々にも楽しんでもらえるような炊き

出しにしていきたと考えています。なので、一人

一人に仕事を担ってもらい使命感や達成感を持

ってもらえれば良いと思います。さらに継続して

参加してもらえれば幸いです。 

 

会計担当：中島 杏子 

今年度の会計業務を担当させていただく中島

杏子と申します。北星学園大学の２年生で主専攻

は英文学ですが、労福会に関わらせていただいて 

から福祉に興味を持ち、社会福祉学を副専攻と

して勉強しております。会に入ってまだ１年足ら

ずで、わからないことやご迷惑をおかけすること

が多々あるかと存じますが、よろしくご指導くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

IT 担当：中西 将人 

IT 担当の主な仕事はホームページ(HP)やメ

ーリングリスト(ML)の更新・保守管理です。昨

年度来 HP を頻繁に更新し情報発信に努めてき

ましたが、今年度も引き続き質量共に充実した

ＨＰを構築していきます。また夏をめどにオン

ラインストレージ（サーバ上のディスクスペース

をインターネット経由で貸し出すサービス。ユー

ザは複数の PC・環境から同じデータにアクセスし

たり、データ共有したりできる）の導入を予定し

ています。大容量ファイルや同伴報告など諸届け

様式へのアクセスがしやすくなり、活動の円滑化

に繋がるものと期待しています。 

 

生保同伴・フォローアップ担当：山内 太郎 

生保同伴・フォローアップ担当になった山内太

郎といいます。労福会での活動は７年間ほど中断

しておりましたが、昨年からまた関わらせてもら

っています。学生時代からやっていたことである

ため、労福会に来るとついつい当時の気分に戻っ

てしまいがちなのですが、ハメをはずし過ぎて会

員の皆さん（特に学生の皆さん）に呆れられない

よう頑張っていきたいと思っています。よろしく

お願いいたします。 

 

広報担当：大友 駿 

今年度より、広報担当をさせて頂くことになり

ました、北星学園大学社会福祉学部福祉計画学科

3 年の大友駿と申します。大学では｢地域福祉｣や

｢NPO｣に関心があり、重点的に勉強しております。

当会での業務は、広報誌の作成をメインに行って

参ります。また、当会の活動に参加させて頂いて

まだ日が浅く、至らない点等も多々あるかとは思

われますが、よろしくお願い致します。 

今年度事務局体制紹介 



   ともに生きる№22                                （７） 

 
０７年度事務局長の長谷川喜哉さんと０９年度事務局長の中村江里加さんが今年札幌を離れること

となり、３月末に送別会が行われました。お二人からは事務所に電気カーペット、衣装ケース、そして

資料などを寄贈していただきました。会員一同、長谷川さんと中村さんのこれからのご活躍を期待して

おります。 

先日北農健保会館にて開催された「合同学生団体説明会」に労福会も参加させていただきました。こ

れは、新入生に向けて各学生団体が自分たちの団体をプレゼン形式で説明し、アピールするというイベ

ントです。たくさんの新入生が労福会に興味を持ってくれました。新入生会員が増えてくれるといいで

すね。またこのイベントを通して、学生団体同士のつながりを持つことも出来ました。これをきっかけ

に他の学生団体さんと労福会がコラボをしたり、一緒にイベントを行ったりしていけるといいなと思い

ます。これからも労福会の活躍に乞うご期待！(黒森 理恵子) 

 

 
今年度から、会報の発行回数を増やし年４回刊

行することになりました。 

 労福会の活動に参加して５年になりますが、ど

ういうふうに活動計画を決めているのか、個々の

具体的な活動について他の参加者のみなさんは

どんなふうに感じているのか、課題は何か……な

どなど、なかなか見えない時期が続きました。さ

すがに５年目ともなるとおおよそのことは見え

てきましたが、やはり情報共有が不足していると

感じています。 

 支援活動を続けていくには、活動内容や課題、

貧困問題への理解を広めていくことが不可欠で

す。参加した人が自分の経験や実感を通して、そ

の活動の意味や意義、課題を交流しあって深めて

いくことも必要です。また、炊き出しの告知や相

談電話番号を載せたチラシは配布していますが、

労福会が日頃どんな活動をしているのか、活動に

参加している人たちの思いや動機などは、実は当

事者のみなさんに案外知ってもらえていないと

も感じています。 

 「ともに生きる」というタイトルは、なかなか

いいなあと思っていますが、それを実現していく

ために、活動の様子やみなさんの思いをお伝えし

ていきたいと思います。原稿を依頼されたら、快

く引き受けてくださいね。（細谷 洋子） 

 

 

 

非営利組織において、最大の難儀は｢いかにし

て多くの活動資金を集めるか｣であると思います。

より良い活動を動かしていくための資金を得る

事は必要です。より多くの会員に活動に参加して

貰い、より多くの寄付を得るために最も重要な事

は、｢活動に対する共感｣を持って貰うことである

と考えます。故に、私は、会報も｢活動資金集め｣

のために有効なファクターの一つであると考え

ます。会報の内容をブラッシュアップし、興味を

持って頂ける内容を会報に載せることで、活動に

｢共感｣して頂くことのできる最たるツールにな

り得ると考えるからです。 

そのためにも、今年度からは、昨年度以前より

も回数を増やし、年に 4回の会報を発行させて頂

きたく考えております。加えて、今年度の会報発

行は発行のための会報編集チームを編成し、会報

内容のアイディアを会報編集チームメンバー各

自が持ち寄り、熟考し、掲載内容を議論し、決定

するというプロセスによって内容の充実をはか

ることにより、昨年度以上に意義のある会報とし

ていきたく思っております。 

会員の皆様をはじめ、この会報を読まれている

方には、当会の活動に対して少しでも｢共感｣をし

て頂けると幸いです。（大友 駿） 

事務局だより 

 

編集後記 


